
問
環
境
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・63・１
２
１
０

不
妊
検
査
費
補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

三
原
情
景
写
真
展

写
真
家 

岡
村
徳
男
展

毛
利
元
就
父
子
ゆ
か
り
の
古
道
を
歩
こ
う

事
業
系
の
ご
み
の
分
別
ガ
イ
ド
を
配
布
中
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4
月
か
ら
事
業
系
ご
み
の
分
別
区
分
を
、

現
在
の
２
種
２
分
別
か
ら
３
種
８
分
別
へ
変

更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
詳
し
い
分
別
区
分
の

内
容
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
古
紙
回
収
ボ
ッ

ク
ス
の
利
用
方
法
な
ど
を
記
載
し
た「
事
業

系
ご
み
の
分
別
ガ
イ
ド
」を
制
作
し
ま
し
た
。

配 

布
場
所　
環
境
管
理
課(

宮
沖
五
丁
目)

、

清
掃
工
場
、
不
燃
物
処
理
工
場

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
不
妊
を
心
配
す
る
夫
婦
が
、
と
も

に
早
期
に
検
査
を
受
診
し
、
早
い
段
階
で
適

切
な
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
検
査

費
用
な
ど
の
補
助
制
度
を
見
直
し
、
対
象
の

範
囲
を
拡
充
し
ま
し
た
。

補 

助
の
範
囲　
不
妊
検
査・一
般
不
妊
治
療

※
医
療
保
険
適
用・適
用
外
は
問
い
ま
せ
ん
。

対 

象　
平
成
28
年
12
月
以
降
に
不
妊
検
査・

治
療
を
開
始
し
た
次
の
①
②
に
該
当
す
る

夫
婦

①
検
査・治
療
開
始
時
に
法
的
に
婚
姻
し
て
お

り
、
申
請
日
に
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る

②
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

※
夫
婦
と
も
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と 

き　
14
日（
土
）〜
22
日（
日
）10
時
〜
17
時

と 

こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西

館
２
階
）

内 
容　
懐
か
し
い
三
原
の

風
景
を
振
り
返
る
２
つ

の
写
真
展
。故・岡
村
徳

男
さ
ん
は
終
戦
後
、
三

原
の
ま
ち
並
み
や
人
々

を
撮
り
続
け
た
ア
マ
チ

ュ
ア
写
真
家

と 

き　
３
月
19
日（
日
）９
時
〜
16
時

※
雨
天
決
行
。

と 

こ
ろ　
集
合：椹
梨
公
民
館
、Ｊ
Ｒ
本
郷
駅

※
Ｊ
Ｒ
本
郷
駅
か
ら
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
。

内 

容　
小
早
川
隆
景
に
招
か
れ
、父・毛
利
元

就
と
長
兄・隆
元
が
歩
い
た
椋
梨
城
か
ら
新

高
山
城
ま
で
の
古
道
の
一
部
を
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
。古
道
と
古
道
の
間
は
バ
ス
で
移
動
。

行
程
の
最
後
は
新
高
山
城
へ
の
登
山

対
象　
小
学
生
以
上

定
員　
52
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参 

加
費　
１
，０
０
０
円
、
小・中
学
生

　
５
０
０
円

用
意
す
る
物　
昼
食
、
飲
み
物

申 

し
込
み　
１
月
31
日（
火
）ま
で
に
、
郵
送

で
①
郵
便
番
号・
住
所
②
名
前
③
電
話
番

号
④
希
望
の
集
合
場
所
を
大
和
町
ふ
る
さ

と
文
化
愛
好
会（
〒
729- 

1406
大
和
町
下
徳
良

１
１
１
番
地
☎
０
８
４
７・
33・
０
２
２

２
）へ

※
検
査・
治
療
開
始
時
の
妻
が
35
歳
未
満
の

場
合
は
広
島
県
の
補
助
額
に
上
乗
せ
し
て
補

助
。

対
象
期
間　
検
査
開
始
か
ら
２
年
以
内

補 

助
額　
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１（
上
限

５
万
円
）

補
助
回
数　
１
夫
婦
に
つ
き
１
回

申 

請
方
法　
申
請
書（
提
出
先
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
用
意
）に
必
要
書
類
を
添
え
て

保
健
福
祉
課(

サ
ン・
シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１)

へ

※
申
請
に
は
領
収
書（
写
し
）が
必
要
で
す
。

※
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

入
場
料
無
料

平成29年４月からごみの分別区分が３種８分別に変更になります!　分別区分の改正に伴い，現在の「もやすごみ」と「もやさないごみ」の２種２分別から３種８分別に変更になり，家庭系ご

みと同レベルの分別区分になります。分別区分ごとに透明か中身が見える袋に分け，出してください。

　ごみの中には水気を切って出せば減量可能な生ごみや，リサイクル可能な古紙類が多く含まれています。

　循環型社会の形成に向け，資源の有効活用を図るとともに，ごみ処理費用を削減するためには，ごみの減量・リサイクル

に取り組むことが必要です。特に生ごみの減量，紙ごみや資源化ごみの減量・リサイクルにご協力お願いします。

不燃物 発火性危険ごみ

かん類 ペットボトル

資源化ごみ

もやさないごみ

雑誌

雑がみ

●カセットボンベ ●ガスライター ●スプレー缶

※ラベルを取り除く必要はありません。

マークが目印

COLA

OIL
SoupSoup

●
● 平成29年

４月１日～
変更後

【現在】

もやすごみ
もやさないごみ

COLA

OIL
SoupSoup

ー�1�ー

平成29年４月からごみの分別区分が３種８分別に変更になります　分別区分の改正に伴い，現在の「もやすごみ」と「もやさないごみ」の
みと同レベルの分別区分になります。　ごみの中には水気を切って出せば減量可能な生ごみや，リサイクル可能な古紙類が多く含まれています。

　循環型社会の形成に向け，資源の有効活用を図るとともに，ごみ処理費用を削減するためには，ごみの減量・リサイクル

に取り組むことが必要です。特に生ごみの減量，紙ごみや資源化ごみの減量・リサイクルにご協力お願いします。

●
●

もやすごみ

問
文
化
課　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４

▲ 

ポ
ン
菓
子（
西
町
）／

　「
写
真
家 

岡
村
徳
男
展
」よ
り

▲ 

明
治
期
の
三
原
城
と
三
原
駅

／「
三
原
情
景
写
真
展
」よ
り ▲ 椋梨城（大和町椋梨）
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各
地
区
の
民
生
委
員・
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
敬

称
略
）。

※
平
成
28
年
12
月
１
日
現
在
。

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
協
議
会

役
員

会　
長　

	

宮
田
希
子

副
会
長　

	

信
實
洋
介

副
会
長　

	

江
曽
末
光

副
会
長　

	

中
元
満
子

副
会
長　

	

味
木
文
司

　
先
月
１
日
、
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

民
生
委
員・児
童
委
員
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
式

と
委
嘱
状
の
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
感
謝
状
は
、
９
年
以
上
に
わ
た
り
民
生
委

員・児
童
委
員
を
務
め
、
11
月
末
で
退
任
し
た

35
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
12
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員・児
童
委
員
２
５

２
人
へ
委
嘱
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
28
年
12
月
～
平
成
31
年
11
月
の
３
年
間
で
す
。

　
民
生
委
員・児
童
委
員
は
地
域
住
民
の
相
談
役
で
す
。
地
域
の
高
齢
者
や

子
ど
も
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
市
内
11
区
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
や
子
育
て
、
介
護
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど
を

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
福
祉
の
推
進
へ

民
生
委
員・児
童
委
員
に
委
嘱
状
を
伝
達

第
１
区	

福
地	

福
地
康
子

内
畠	

内
畠 

志
保
子

赤
石	

葊
川 

喜
代
子

糸
崎
、下
木
原	

岡
野
和
惠

松
浜
東	

今
田
妙
子

松
浜
西	

岡
野
洋
子

天
神
東	

羽
井
佐 

民
子

天
神
西	

余
島
聡
子

正
分
、是
国	

井
川
克
彦

福
寄	

上
野
淳
子

糸
崎
駅
前	

名
倉
幹
人

　
〃	

山
田
義
夫

糸
崎
駅
西	

岡
本

明

　
〃	

上
田
繁
己

時
貞
、広
友	

横
山 

稔

　
〃	

信
實
洋
介

寿
、古
城
通
り	

石
川
弥
生

主
任
児
童
委
員	

野
村
利
子

　
〃	

岩
本 

須
美
子

第
２
区	

深
町	

向
井
和
行

　
〃	

寺
田 

弘

中
之
町
上	

來
山
幸
子

　
〃	

野
々
村 

雅
美

　
〃	

中
原
美
香

　
〃	

吉
田
哲
二

中
之
町
中	

乂
山
和
美

　
〃	

三
好
康
惠

　
〃	

土
居 

八
重
子

　
〃	

石
丸
義
裕

　
〃	

清
光 

彰

中
之
町
下	

大
林
丈
治

　
〃	

井
上
清
人

　
〃	

熊
本
克
惠

　
〃	

島
田
道
子

　
〃	
兼
田
義
和

主
任
児
童
委
員	
小
川
敬
子

　
〃	
岡
野
幸
子

第
３
区	

日
向
、陰
地
、山
口	

貸
谷
稔
彦

野
串
、宮
内
、篝
、屋
中	

橋
本
美
雪

美
生	

只
佐 

貴
美
枝

本
庄	

信
藤
延
夫

莇
原	

濵
岡
京
子

吉
田	

法
堂
陽
子

江
木	

佐
倉
弘
香

　
〃	

西
迫
昭
治

下
津	

田
澤
英
子

　
〃	

羽
田
純
子

泉	

正 

富
子

　
〃	

脇
坂 

眞
知
子

和
草	

菜
原 

須
磨
子

　
〃	

山
田 

洋

羽
倉	

平
野 

美
津
代

　
〃	

堀 

憲
昭

坂
井
原	

河
野
秀
子

　
〃	

平
野
志
摩

　
〃	

仁
井
名 

邦
子

中
野
、小
林	

水
越
睦
恵

中
野
、土
取	

坂
本 

日
出
美

主
任
児
童
委
員	

伊
藤
裕
江

　
〃	

門
田
京
子

第
４
区	

旭
町
一
丁
目	

馬
屋
原 

啓
司

旭
町
二
丁
目	

和
田
清
己

古
浜	

一
瀬
尚
志

東
町
東	

市
場
敬
三

東
町
西
、浜
之
丁
南	

松
野 

諭

東
町
南
、県
営
住
宅	

竹
本 

修

東
町
北
、浜
之
丁
北	

吉
村
絹
枝

館
町
、泰
雲
寺	

浮
田
由
香

館
町	

田
中
正
純

本
町
一
丁
目	

平
橋
達
示

本
町
二
丁
目	

山
地
重
德

本
町
三
丁
目	

葊
元
孝
丸

本
町
三
丁
目（
川
東
）	

加
嶋
順
子

城
町（
東
部
）	

西
本 

由
里
子

　
〃（
南
西
部
）	

川
上 

寿
美
子

港
町	

大
原
哲
子

　
〃（
新
港
）	

髙
下
畑 

富
男

　
〃（
御
作
事
）	

佐
伯
礼
子

　
〃（
西
港
）	

玉
浦
秀
一

　
〃（
船
屋
）	

難
波 

ゆ
う
子

佐
木	

川
原
智
子

佐
木
、小
佐
木	

川
原 

百
合
子

須
ノ
上	

山
下
辰
美

向
田	

塩
本 

み
ゆ
き

主
任
児
童
委
員	

伊
藤
直
子

　
〃	

常
盤
周
作

第
５
区	

円
一
、宮
沖	

服
部
邦
秀

円
一
町
五
丁
目
、県
営	

外
川
陽
子

宮
沖
、円
一	

岡
本
悦
夫

宮
沖
一
丁
目	

村
上
浩
一

宮
沖
二
丁
目	

佐
藤
健
一

宮
沖
三
丁
目	

沖
藤
詳
造

宮
沖
四
丁
目	

夜
舩
行
伸

宮
沖
五
丁
目	

熊
谷 

ま
す
み

　
〃	

西
元
和
子

皆
実
一
丁
目	

垣
内
美
春

　
〃	

原 

直
行

皆
実
二・三
丁
目	

荻
路
欣
吾

皆
実
四
丁
目	

岡
田 

勉

　
〃	

神
前
輝
美

皆
実
五
丁
目	

常
盤
武
司

皆
実
五・六
丁
目	

中
島
公
子
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皆
実
六
丁
目	

栗
崎
明
人

　
〃	

馬
場
久
美

主
任
児
童
委
員	

岡
本
敦
子

　
〃	

野
内 

セ
ツ
コ

第
６
区	

西
町（
川
西
）、八
坂
町	

奥
村 

綠

　
〃	

川
口
直
江

西
町（
大
黒
町
）	
木
村
政
子

　
〃（
南
部
、梶
新
町
）	
田
邊
瑞
惠

西
宮
一
丁
目（
法
常
寺
）	

井
上
敏
昭

西
宮	

尾
野 

千
津
江

小
浦・大
畑	

磯
野 

宏

宮
浦
一
丁
目
、宮
浦
北
市
営	

南
迫
純
子

宮
浦
二
丁
目・三
丁
目
東
部	

南
迫
正
己

宮
浦
三
丁
目
中	

中
平
祥
子

宮
浦
三
丁
目	

金
本
毬
子

宮
浦
四
丁
目	

崎
本
貞
義

宮
浦
中
部	

稲
葉
裕
司

宮
浦
五
丁
目（
中
央
）	

小
野
浩
子

宮
浦
六
丁
目（
東
部
）	

牧
野
重
雄

　
〃　
　
　
（
西
部
）	

山
内
俊
作

頼
兼
町
、宮
浦
五
丁
目
東
部	

平
櫛
恵
子

西
野（
小
西
口
、新
大
西
）	

永
松
正
己

　
〃（
小
西
）	

川
元 

ハ
ヤ
ミ

　
〃（
大
西
）	

山
根 

昇

　
〃（
小
西
住
宅
）	

菅
野
正
子

　
〃（
梅
林
東
）	

大
多
和 

洋
道

　
〃（
梅
林
西
）	

永
井
和
子

主
任
児
童
委
員	

山
田
恭
樹

　
〃	

赤
瀬
宜
子

第
７
区	

田
野
浦	

大
森
文
子

青
葉
台
、市
営	

添
田
浩
充

明
神
一
丁
目	

片
山
信
明

明
神
二
丁
目
、新
明
神	

大
元
信
右

明
神
二・三
丁
目
、県
営	

原 

晴
美

明
神
二・四・五
丁
目	

沼
能
春
惠

宗
郷
一・二・三
丁
目	

岡
本 

守

宗
郷
二
丁
目	

鎌
田 

美
惠
子

宗
郷
三
丁
目	

石
本
倫
子

宗
郷
四
丁
目
、県
営	

徳
満
睦
子

宗
郷
四・五
丁
目	

水
野
重
樹

和
田
一
丁
目	

本
庄
房
惠

和
田
二
丁
目	

河
良
輝
之

和
田
二・三
丁
目	

掛
本
量
子

和
田
三
丁
目	

平
木
義
雄

和
田
三
丁
目
、雇
用
促
進	

兒
玉
文
則

貝
野
町	
仁
井
本 

伸
介

登
町
、沖
浦
町	
奥
信
貴
子

主
任
児
童
委
員	
久
留
本 
み
ど
り

　
〃	

藤
村 
三
代
子

第
８
区	

須
波
町
一
区	

中
本
陽
子

　
〃　
二
区	

西
原
敏
正

須
波
西	

伊
藤
英
雄

須
波
ハ
イ
ツ	

村
上 

惠
美
子

　
〃	

松
田
文
子

　
〃	

江
曽
末
光

　
〃	

平
田
靖
典

久
和
喜	

保
上
幹
夫

宇
和
島（
東
）	

中
村
眞
二

　
〃　
（
西
）	

中
山
信
弘

本
町（
東
）	

下
村 

ひ
ろ
子

　
〃（
中
）	

森
谷
哲
子

　
〃	

日
野
啓
子

第
10
区	

本
郷	

加
納
武
志

　
〃	

山
本
悦
子

　
〃	

峯
岡
紘
之

　
〃	

山
原
淑
惠

　
〃	

齋
尾
敏
子

　
〃	

杉
森
幸
子

　
〃	

上
谷
敏
男

　
〃	

山
元
將
信

　
〃	

渡
邊
清
治

　
〃	

桝
野 

護

　
〃	

藤
井
公
義

　
〃	

米
田
平
和
子

　
〃	

本
山 

真
由
美

船
木	

清
田
武
文

　
〃	

平
田
俊
明

　
〃	

勝
田
勝
博

　
〃	

味
木
文
司

　
〃	

石
田 

ひ
と
み

　
〃	

大
本
満
秋

北
方	

岩
井
秀
夫

　
〃	

奥
村
邦
子

　
〃	

近
宗
和
正

善
入
寺	

有
本
博
文

南
方	

中
分 

久
美
子

　
〃	

井
津
元 

順
子

　
〃	

田
川 

佳
代
子

　
〃	

切
石
中 

正
則

　
〃	

神
本
昭
二

　
〃	

竹
之
内
昇

主
任
児
童
委
員	

奥
田
眞
弓

　
〃（
西
）	

宮
下 

香
世
子

本
能
地	

仲 

尚
美

久
津	

大
高
和
博

奥
三	

久
保
田 

た
つ
江

渡
瀬	

真
田
正
典 

主
任
児
童
委
員	

末
国
美
鈴

　
〃	

常
髙 

昭

第
９
区	

新
倉	

中
元
満
子

沼
田	

佐
々
原 

正
之

長
谷	

有
田
治
子

小
坂
町	

木
村
尚
子

　
〃	

佐
木
二
美

高
坂
町（
許
山
、馬
井
谷
、鹿
群
）	

植
田
成
三

高
坂
町（
西・上・沖
組
）	

沖
野
弘
之

高
坂
町（
西
下・下
一・下
二
）	

岡
田
清
己

本
市
、七
宝	

桝
田
憲
樹

七
宝
市
営
、県
営
、須
賀
の
里	

渡
邊 

由
美
子

納
所
、納
所
ハ
イ
ツ	

山
下
和
夫

末
広
、片
島
、片
島
団
地	

松
森
義
隆

ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
北	

奥
田 

良
志
子

ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
南	

井
上
晴
夫

釜
山
、生
田
、ヴ
ェ
ル
デ
ィ	

花
田
國
男

末
光
、自
由
ヶ
丘
団
地	

中
元
弘
明

両
名
、両
名
団
地	
小
寺 

美
保
子

小
原
、久
米
田
、あ
や
め
団
地	
重
本
證
二

松
江
、松
江
団
地	
兒
玉
克
子

惣
定（
上・中・下・団
地
）	

谷
口
隆
三

小
泉
町	

砂
原
富
夫

　
〃	

岡
田
恭
弘

　
〃	

木
原
理
恵

主
任
児
童
委
員	

中
川
賢
示

　
〃	

平
田 

さ
つ
代

第
11
区	

神
田
南
部	

近
廣 

小
夜
子

　
〃	

今
田
澄
子

　
〃	

今
川 

豊

　
〃	

東
田
順
子

　
〃	

吉
岡
義
夫

　
〃	

今
川
澄
子

神
田
北
部	

山
口 

憲

　
〃	

関
藤
孝
幸

　
〃	

上
川
弘
治

　
〃	

東
谷
憲
男

　
〃	

貞
比
良
久

大
草	

髙
橋
正
史

　
〃	

千
日
妙
子

　
〃	

宮
本
介
三

　
〃	

德
正
浩
子

　
〃	

松
本
義
明

　
〃	

古
石
恭
子

和
木	

宮
田
希
子

　
〃	

松
井
博
満

　
〃	

望
月
信
江

椹
梨（
上
区
）	

内

千
恵

　
〃（
下
区
）	

池
田
直
美

上
草
井・下
草
井	

和
氣
泰
臣

大
具	

吉
村
孝
之

主
任
児
童
委
員	

岩
川
孝
子

　
〃	

大
浦 

映
文
子

問
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
５
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お知らせ拡大版

　
市
の
高
齢
化
率（
全
人
口
に
占
め
る

65
歳
以
上
の
割
合
）は
平
成
28
年
８
月

末
現
在
、32・５
％
で
市
民
の
３
人
に
１

人
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

37
年
に
は
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期

と
そ
の
前
後
に
生
ま
れ
た
団
塊
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
75
歳
以
上
の
人
口

は
過
去
最
多
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
均
寿
命
が
伸
び
る
中
、
高
齢
期
の

生
活
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
介

護
を
必
要
と
し
な
い〝
健
康
寿
命
〞を
伸

ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
全
体
で

高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

と
併
せ
、
高
齢
者
自
身
が
健
康
の
維
持

や
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
で
き
る
だ
け
介
護
の
手
を
借
り

ず
、
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
」。そ
ん
な
三
原
市
の
実

現
に
向
け
、
新
た
に
創
設
し
た
の
が
介

護
予
防・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
で

す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
元
気
な
人
か
ら
要

介
護・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

ま
で
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
、心
身
の
機
能
を
維
持・向
上
で
き
る

よ
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
利
用
に
つ
い
て
は
、
市
高
齢
者
福
祉

課
、
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
高

齢
者
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
介
護
予
防・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
で
何
が
変
わ
る

の
？Ａ　

要
介
護
１
〜
５
と
要
支
援

１・２
の
う
ち
、訪
問
看
護
や

福
祉
用
具
貸
与
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、要
支
援
１・２
で
平
成
29
年

３
月
ま
で
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

当
面
の
間
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
内
容

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
要
支
援
１・
２
で
新
た
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
は
、
市
独
自
の
基
準
に
よ
る
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
れ
ば

現
在
の
基
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。

　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
新
た
に

生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
た
人
は

「
事
業
対
象
者
」と
認
定
さ
れ
、
要
介

護・
要
支
援
認
定
を
受
け
な
く
て
も

訪
問・
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
利

用
で
き
ま
す
。

新しい介護予防・日常生活支援総合事業が始まります！
健康寿命を伸ばして、すこやかな高齢  期を過ごすために

平成29年３月まで

全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス

全
国
一
律
の

サ
ー
ビ
ス

介護給付（要介護１～５）

予防給付
（要支援１・２）

介護予防事業
  ・認知症予防教室・体操
  ・運動機器の無料開放など

介護予防・生活支援サービス事業
（要支援１・２、事業対象者）
　・ホームヘルプ
　・デイサービス
一般介護予防事業

介護予防・日常生活支援総合事業

・訪問看護
・福祉用具貸与 など

変更なし

変更なし

  移  行

  移  行

・ホームヘルプ
・デイサービス

平成29年４月から

介護給付（要介護１～５）

予防給付（要支援１・２）

市
独
自
の
基
準

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

市
独
自
の
基
準

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

　要介護の原因に
なりやすい身体機
能の低下や低栄
養、もの忘れ、う
つ症状などに関す
る25項目で構成
された全国共通の
質問票です。

基本チェックリスト
とは？

介護保険サービスの内容
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問問い合わせ先

Ｑ　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る

た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い

の
？Ａ　

家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
外

の
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
、
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
す
こ
と

な
ど
が
大
切
で
す
。

　

た
と
え
介
護
が
必
要
と
な
っ
て

も
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
全
て
人
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と

は
自
分
で
す
る
こ
と
が
体
力
の
維
持・

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

新しい介護予防・日常生活支援総合事業が始まります！
健康寿命を伸ばして、すこやかな高齢  期を過ごすために

市高齢者福祉課　　　　　　　　　　
高齢者相談センター・高齢者相談窓口　　　　　　に相談する
居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）

介護予防サービス
 ・訪問看護
 ・通所・訪問リハビリ
 ・福祉用具貸与・購入など

介護予防・生活支援
サービス事業
 ・ホームヘルプ
 ・デイサービス

一般介護予防事業
 ・認知症予防教室・体操
 ・運動機器の無料開放

65歳以上の人

要介護・要支援認定を受ける

要介護１～５

① ② ③ ④

要支援１・２

予防給付

介護サービス
 ・居宅サービス
 ・施設サービス

介護給付 介護予防・日常生活支援総合事業

非該当 該当（事業対象者） 非該当（元気高齢者）

基本チェックリストを受ける

※①～③はケアマネジャーが本人や家族と相談して、利用するサービスの計画を立てる
「介護・介護予防ケアマネジメント」を実施します。
※①～③のサービス利用料の本人負担割合は原則１割です。ただし、一定以上の所得が
ある人は２割負担となります。

問
高
齢
者
福
祉
課

　
　
☎
0
8
4
8・67・6
0
5
5

　
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
ど
り
ぃ
む

　
　
☎
0
8
4
8・61・4
4
1
0

　
　
三
恵
苑
　

　
　
☎
0
8
4
8・63・6
7
7
5

　
　
三
原
市
医
師
会

　
　
☎
0
8
4
8・63・7
1
0
0

　
　
大
空

　
　
☎
0
8
4
8・86・2
4
5
0

　
　
は
ー
も
に
ー

　
　
☎
0
8
4
7・32・5
0
0
7

　
高
齢
者
相
談
窓
口

　
　
す
な
み
荘

　
　
☎
0
8
4
8・69・3
2
6
9

　
　
三
原
慶
雲
寮

　
　
☎
0
8
4
8・66・2
1
0
0

　
　
だ
い
わ

　
　
☎
0
8
4
7・34・1
2
1
4

サービス利用の流れ（平成29年４月から）
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